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平塚市民病院を受診された患者さまへ
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所 属 及 び 氏 名

　当院では次の臨床研究を実施しております。

　本研究の対象者に該当する可能性がある方で、診療情報等を研究目的に利用されることを希望さ
れない場合は、次のお問い合わせ先にご連絡ください。

他 の 研 究 機 関 及 び
研 究 責 任 者

お 問 い 合 わ せ 先

2026年12月31日までの期間において、共同研究機関で総大腿動脈
閉塞に対して、ウシ心膜パッチを使用したパッチ形成を伴う内膜
摘除術症例を共通した台帳に登録し、その成績を前向きに観察
し、解析する。
ウシ心膜パッチの使用に関しては、既に保険収載されている。

　本研究で取り扱う患者さんの個人情報は、患者氏名と患者番号
のみです。その他の個人情報（住所、電話番号など）は一切取り
扱いません。また、最終的に本研究で取り扱う診療情報は、上記
個人情報を全て削除し、第3者にはどなたのものかわからないデー
タ（匿名化データ）として使用します。

前向き観察研究で、日本人におけるウシ心膜パッチを使用した血
栓内膜摘除治療の安全性・有効性についてのデータを集積する。

　本倫理申請承認後　　～　　　2026年　　12月　　31日

牛心膜パッチ（XenoSure）を用いた総大腿動脈閉塞に対する治療
の研究
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